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序

福岡市西部に位置する飯盛山の山裾は、古墳時代の墳墓群が群集する地域として知られ、

現在まで良好な白然環境とともにこれらも保存されてきました。

しかしながら近年、西部郊外の緑地には都市開発の波が及んできており、周辺の景観や

歴史的環境が大きく変わろうとしています。

福岡市では、これら開発によって失われていく文化財を後世に記録として残していくた

めに発掘調査を実施しておりますが、本書は農業用資材倉庫の建設および資材置場兼菜園

の造成に伴い調査を実施した羽根戸古墳群第9次調査および10次調査の成果を報告するも

のです。

今回の調査では、円墳の石室に副葬された鉄刀に付着していた昆虫の痕跡から、古墳時

代後期の葬送儀礼に関する貴重な知見が得られるなど、学術的にも重要な成果を挙げるこ

とができました。今後、本書が文化財への理解と認識を深める一助になるとともに、学術

研究の資料として内外で活用していただければ幸いに存じます。

末尾になりましたが、発掘調査から本書の作成にいたるまで、多大なご協力をいただき

ました永江徹様、撞文霞様をはじめ、羽根戸地区の皆様等、関係各位に厚く御礼申し上げ

ます。

平成18年12月28日

第9次調査

福岡市教育委員会

教育長　植木　と　み子

追 跡 調 査 番 号 0 4 4 0 遺　 跡　 番　 号 H D K － N － 9
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1．本書は、農業用資材倉庫建設及び資材置場兼菜園に伴い、福岡市西区大字羽根戸字大原734番

1，735番、733番1地内で発掘調査を実施した羽根戸古墳群N群第9次・10次調査の報告書である。

2．調査記録の作成および整理分担は、次のとおりである。

遺構実測…………………吉留秀敏、田上勇一郎、井上繭子、木下博文、松浦一之介

遺物実測…………………松浦一之介、谷直子（九州大学大学院生）

遺構写真撮影……………田上勇一郎、松浦一之介

遺物復元…………………木下久美子、田中由紀、宮崎由美子、長浦芙美子

金属製品保存処理………比佐陽一郎、片多雅樹（福岡市埋蔵文化財センター）

製　　図…………………松浦一之介、木下久美子、山口朱美

本文執筆…………………松浦一之介

3．本書で使用した方位は磁北であり、座標は国土調査法第Ⅱ系に拠る。また、標高は東京湾平均海

面高度（T．P．）に拠る。

4．本書で使用した地図は国土地理院発行の1：2，5000地形図「福岡西部」、「福岡西南部」、および福

岡市発行の福岡市都市計画図を原図としている。

5．本書で使用した遺構の略号は、奈良文化財研究所の用例に拠っている。

6．本書に関わる遺物および記録等の全資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵する予定である。

7．本書の編集は、松浦一之介が行った。

8．本書で使用する墳丘に設定したトレンチの名称とそれに区画される墳丘各区の番号、古墳および

石室各部位等の呼称は、下図に示した通りである。

石室掘方

仕切石

仕切石

右
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はじめに

第1章　はじめに

1．調査に至る経緯と調査体制

（1）第9次調査

平成16年1月16日、個人事業者より福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課（現埋蔵文化財第1課）

に対し、福岡市西区大字羽根戸字大原735番736番地内の902㎡について、同地内における家庭菜園建設

に伴い、埋蔵文化財の有無に関する照会があった。これを受け本課では、同申請地が周知の埋蔵文化

財包蔵地である羽根戸古墳群N群及び同古墳群Ⅰ群の隣接地に相当することから、同年2月3日に現

地での試掘調査を実施した。その結果、今回の申請地内においては埋蔵文化財が確認されず、予定さ

れている工事の内容は埋蔵文化財への影響がないものと判断された。

しかしながら、同申請者によって申請内容とは異なる造成工事が申請地に隣接する羽根戸古墳群N－

16号墳の墳丘裾部付近で無断着工されており、その結果、同古墳の一部を既に破壊されていることが

判明した。これに対し本課では、文化財保護法第57条の2に基づき、工事を継続する場合は記録保存

のための発掘調査が必要との旨を、再三に亘り勧告したが、その後同地は転売され、同年7月30日、

永江徹氏より本課に対し、あらためて福岡市西区大字羽根戸字大原734番1，736番地内の1，601㎡につい

て、同地内における農業用資材倉庫建設に伴い埋蔵文化財の有無に関する照会があった。審査の結果、

予定されている工事内容は埋蔵文化財への影響があるものと判断され、設計変更を含めた現地での保

存を協議した。しかしながら、設計変更は不可能と判断され、申請地内での遺構の破壊が回避できな

いため、その箇所を対象とした記録保存のための発掘調査を実施することになった。

調査対象面積は、申請地内のうち333．0㎡である。平成16年7月30日に発掘調査に関する事前協議確

認書を締結し、平成16年8月2日から同年9月16日まで発掘調査を実施した。なお、資料整理・報告

書作成は平成18年度に行った。調査の体制は以下の通りである。

＜調査体制＞

調査委託　　永江　徹

調査主体　　福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課（現埋蔵文化財第2課）

教　育　長　　植木　とみ子（現任）、生田　征生（前任）

文化財部長　　山崎　純男（現任）、堺　徹（前任）

試掘担当　　埋蔵文化財課事前審査係（現埋蔵文化財第1課事前審査係）

係　　　長　　濱石　哲也（現任）、池崎　譲二（前任）

担　　　当　　本田　浩二郎（現任）、井上　繭子（前任）

調査担当　　埋蔵文化財課調査第1係（現埋蔵文化財第2課調査第2係）

課　　　長　　力武　卓泊（現任）、山崎　純男（前任）

係　　　長　　池崎　譲二（現任）、田中　壽夫（前任）

担　　　当　　松浦　一之介

－1－



調査体制

庶務担当　　文化財整備課（現文化財管理課）

課　　　長　　榎本　芳治

管理係長　　栗須　ひろ子（現任）、市坪　敏郎（前任）

管　理　係　　後藤　泰子

尚、発掘調査から報告書作成に至るまで、永江徹氏をはじめ、羽根戸地区の地域住民等関係各位に

は多大なご協力とご理解をいただいた。記して謝意を表する次第である。

（2）第10次調査

平成16年7月14日、遺文霞氏より福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課（現埋蔵文化財第1課）

に対し、福岡市西区大字羽根戸字大原733番1地内の1，004．00㎡について、同地内における資材置場兼

菜園建設に伴い、埋蔵文化財の有無に関する照会があった。これを受け本課では、同申請地が周知の

埋蔵文化財包蔵地である羽根戸古墳群N群の範囲に含まれており、同古墳群20号・21号墳の2基の円

墳が確認されていることから、予定されている工事内容の審査を行った。審査の結果、予定されてい

る工事内容は埋蔵文化財への影響があるものと判断され、設計変更を含めた現地での保存を協議した。

しかしながら、設計変更は不可能と判断され、申請地内での遺構の破壊が回避できないため、その箇

所を対象とした記録保存のための発掘調査を実施することになった。

調査対象面積は、申請地内のうち369．0㎡である。平成16年7月30日に発掘調査に関する事前協議確

認書を締結し、平成16年8月23日から同年11月19日まで発掘調査を実施した。なお、資料整理・報告

書作成は平成18年度に行った。調査体制は、以下の通りである。

＜調査体制＞

調査委託　　遺　文霞

調査主体　　福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課（現埋蔵文化財第2課）

教　育　長　　植木　とみ子（現任）、生田　征生（前任）

文化財部長　　山崎　純男（現任）、堺　徹（前任）

試掘担当　　埋蔵文化財課事前審査係（現埋蔵文化財第1課事前審査係）

係　　　長　　濱石　哲也（現任）、池崎　譲二（前任）

担　　　当　　本田　浩二郎（現任）、井上　繭子（前任）

調査担当　　埋蔵文化財課調査第1係（現埋蔵文化財第2課調査第2係）

課　　　長　　力武　卓泊（現任）、山崎　純男（前任）

係　　　長　　池崎　譲二（現任）、田中　壽夫（前任）

担　　　当　　松浦　一之介

庶務担当　　文化財整備課（現文化財管理課）

課　　　長　　榎本　芳治

管理係長　　　栗須　ひろ子（現任）、市坪　敏郎（前任）

管　理　係　　後藤　泰子

尚、発掘調査から報告書作成に至るまで、遺文霞氏をはじめ、羽根戸地区の地域住民等関係各位に

は多大なご協力とご理解をいただいた。記して謝意を表する次第である。
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遺跡の地理的・歴史的環境

第2章　遺跡の地理的・歴史的環境

さわら

福岡市西半部を占める早良平野は、背振山地の

一支脈である抽出（標高569．4m）から派生する平

尾丘陵と、同じく背振山系の金出（標高967．2m）

から派生し長重出に至る丘陵によって東西を画さ

れる沖積平野である。平野の中央には、背振山地

を水源とする室見川が貫流し、右岸には樋井川、

稲塚川、金屑川などが、また左岸には十郎川、名

柄川の小河川が博多湾に注ぎ、平野の奥部では日

向川などが室見川の支流をなしている。

古代には筑前国早良郡が置かれ、和名類衆抄に、
ひ　い　　のけ　ぬかた　さわら　へぐり　たべ　そが

田比伊、能解、額田、早良、平群、田部、曾我の

7郷が記述されている。うち室見左岸には、額田、

平群、曾我の3郷が比定される。額田郷は、名柄

川上流左岸と十郎川上流域付近のほぼ旧野方村の

範囲に相当する。平群郷は、室見川中流から日向

川と、名柄川上流に挟まれた戸切、羽根戸、飯盛

周辺と考えられている。曾我郷の比定地は明確で

ないが、西区吉武付近とする説がある。

室見左岸の平野縁辺は、右岸の抽出山麓と並ん

で後期古墳群が群集する地域として知られている。

早良平野を統括する首長墓としては、室見右岸の
はいづか

平野部に位置する中期の前方後円墳・拝塚古墳（全
ひわたし

長70m）以後、樋渡古墳へと継続すると考えられ

ているが、以後断絶し群集墳の形成を見る。特に

飯盛山周辺には彩しい数の群集墳が確認されてい

る。平野縁辺から外れる独立丘陵には、五島山古

墳群（4基）や、小戸古墳群（7基）などの小群

集墳がある。
ながたれやま

平野西縁の古墳群は、北から長重出古墳群（11

基）、草場古墳群（12基）、草刈古墳群（6基）、広

石古墳群（20基）、広石南古墳群（7基）、高崎古

墳群（6基）、コノリ古墳群（8基）、野方古墳群

（19基）、野方勧進古墳群（1基）、羽根戸古墳群

（147基）、羽根戸南古墳群（37基）、飯盛古墳群（5

基）、金武古墳群（167基）、妙見崎古墳群（4基）、

浦江古墳群（18基）、黒塚古墳群（4基）、西山古

墳群（4基）、黒塔古墳群（9基）、白塔古墳群（22

基）、長峰古墳群（19基）等が分布する。

羽根戸古墳群は、飯盛山（標高382．4m）とその

北西に位置する叶岳（標高340．5m）の間の名柄川

源流によって複雑に開析された標高30～150m付近

の丘陵群に立地している。古墳群は、その立地か

らA～Qの17支群に分けられ、現在147基が確認さ

れている。現在まで霊園建設やその他の開発に伴っ

て10次にわたる記録保存を目的とした発掘調査が

実施されてきた。各支群の内、H群はその墳丘規模

から本古墳群を統括する首長墓群と目され、現在、

伊勢神宮徴古館に収蔵される装飾付器台はここか

ら出土したものと伝えられている。

羽根戸古墳群N群は、H群の南側に近接した標

高50～90m付近のなだらかな尾根上に立地してお

り、30基の円墳から構成される。N群ではこれまで、

市営西部霊園建設に伴い1～8、27、28、30号墳

の11基が調査された。

本古墳群周辺の古墳時代以降の集落としては、

羽根戸遺跡、野方中原遺跡等で竪穴住居跡群が調

査されている。古代以降、延喜式に記される「額

田駅」は、早良郡衛比定地の有田遺跡から広石峠

を抜ける野方周辺の官道沿いにあったと考えられ
じようのはる

ており、城ノ原廃寺址も存在する。また下流域の
しもやまとしきまち

下山門敷町遺跡では、製鉄関連の大規模な官衛的

掘立柱建物群が検出された。羽根戸古墳群の西側

丘陵斜面では、羽根戸原B遺跡、羽根戸原C遺跡

が隣接し、C遺跡では、竪穴住居跡や掘立柱建物か

ら構成される古墳時代後期の集落遺跡が検出され

た。またB遺跡は、宅地造成により遺跡の殆どが

消滅しているが、試掘調査等の結果、鉄子宰を含む

7世紀代の遺構の存在が確認された。

これら製鉄関連の集落遺跡や鉄子宰供献古墳の存

在から、被葬者と鉄生産との深い関連を窺うこと

ができる。
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遺跡の位置と周辺の古墳群

図1　早良平野の古墳群（縮尺1／50，000）

撃亨車フ；二子‾・蓋二三‡工＿壬

図2　羽根戸古墳群分布図（縮尺1／8，000）
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第9次調査・16号墳

第3章　第9次調査の記録

1．調査の概要

第9次調査地点は、福岡市西区大字羽根戸字大

原734番1，736番地内に所在する羽根戸古墳群N－

16号墳の調査である。飯盛山から北東側に延びる

丘陵斜面上に立地し、標高は約59～61mを測る。

調査前の現況は雑木林で、墳丘の西側と南側裾部

が道路の開削等で削平されていた。また墳頂部や

墳丘斜面は、重機によって一部が掘削され、内部

主体や外護列石の石材が露出していた。

調査は現況測量の後、主体部を掘り下げ、その

主軸に沿って墳丘の規模と構造を把握するため3

本のトレンチを設定・掘削した。トレンチの土層

観察に従い表土や周溝の堆積等を除去し、墳丘の

遺存状況、墳丘の供献遺物の出土状況、外護列石、

地山整形面、石室掘方、石室基底面まで調査・記

録した。

一⊥　／

／

／／

／
／／
／

±二一＝⊇

2．16号墳

（1）位置と現況（図3）

羽根戸古墳群N－16号墳は、支群のやや東寄り

に位置し、現況の最高所で標高61．00mを測った。

周辺には、15、18、19、20号墳が隣接し、それぞ

れ約25m程度離れている。

（2）墳　　　丘（図4～10）

地山整形

墳丘築造に伴う地山整形は、丘陵北側から西側

を経由して南側に至る馬蹄形溝の掘削と、東側の

墳裾の削り出し、及び墳丘基底面の整形と石室掘

方からなるものと考えられる。このうち西側と南

側は、既設の道路下に位置しており、墓道を含め

これらは工事により既に失われているものと判断

され、原形は不明である。

二二二＝二ゝ＼59・4m
／／／／－／／二二一一一一　、＼、＼

二六、、、＼

＼＼＼＼。

図3　16号墳現況測量図（縮尺1／200）
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16号墳の墳丘

北側の馬蹄形溝は、墓道から延び

てくるものと推測される。調査前に

想定された墳丘の範囲よりもかなり

大規模なものであることが調査中に

判明したため、重機を投入して調査

区を拡張し、馬蹄形溝の範囲確認に

努めた。しかしながら調査予算と期

間の都合上、馬蹄形溝の立ち上がり

は北西側の一部で確認できたのみで

ある。この箇所で確認できた馬蹄形

溝の幅は、最大5m、深さは約1m

を測り、断面形は緩やかなU字形を

呈する。馬蹄形溝鹿部の標高は、最

も西側で58．8m付近であり、東側に

向かって緩やかに傾斜している。

墳裾は石室の中心から約8．5mの

距離に位置し、北側の馬蹄形溝から

南側の馬蹄形溝に繋がる。最も低い

箇所での標高は、58．0m付近を測る。

南側で検出された馬蹄形溝は、道

路の開削で削平されその一部を検出

したに過ぎない。検出された最大幅

は約3mを測るが、南側にむかって

幅が拡がり、標高が高くなると推測

される。

墳丘基底面の整形は、ほぼ全面で

古墳築造以前の旧表土層（有機質腐

食土層）を検出したことから、丘陵

の旧地形をそのまま利用したものと

推測される。墳丘基底面の標高は、

59．3m～58．75mを測り、西から東

に向かって緩やかに傾斜している。

石室掘方

石室掘方は、尾根筋の斜面等高線

に対してほぼ垂直に掘削されている。

平面形は正方形に近い隅丸長方形を

呈し、最大幅3．7m、長さ5．4mを測

る。羨道側が不整形に窄まる。墳丘

基底面からの掘削深度は0．4～0．6m

を測り、比較的浅い。 図416号墳墳丘遺存状況図及び地山整形測量図（縮尺1／200）
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16号墳の墳丘

図616号墳墳丘遺存状況（北から）

図7　16号墳地山整形（北から）
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16号墳の墳丘
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Aトレンチ土層注記

1層　撹乱層

2層　表土層

3～7層　周溝堆積

8層　暗茶褐色砂質土層

9層　暗褐色砂質土層

10層　灰褐色砂質土層

締まりあり、兼占質なし0　粗砂多く含む0

締まりあり、兼占質なし0　細礫多く含む0

締まりあり、兼占質なし0　粗砂多く含む0
11層　暗褐色砂質土層　　やや締まりあり、兼占質なし0　粗砂多く含む0

12層　暗灰褐色砂質土層

13層　灰褐色砂質土層

14層　暗灰褐色砂質土層

15層　灰褐色砂質土層

16層　暗褐色砂質土層

17層　灰褐色砂質土層

18層　暗茶褐色砂質土層

19層　暗黄褐色砂質土層

20層　暗褐色砂質土層

21層　暗黄褐色砂質土層

22層　灰褐色砂質土層

23層　暗茶褐色砂質土層

24層　暗黄褐色砂質土層

25層　暗黄褐色砂質土層

26層　灰褐色砂質土層

27層　暗黄褐色砂質土層

28層　暗灰褐色砂質土層

29層　暗黄褐色砂質土層

30層　暗茶褐色砂質土層

31層　暗茶褐色砂質土層

32層　灰褐色砂質土層

32層　灰褐色砂質土層

33層　灰褐色砂質土層

34層　暗茶褐色砂質土層

35層　暗灰褐色砂質土層

兼占質なし0　粗砂・黄褐色土ブロック含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂やや含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂・暗黄褐色土含む0

兼占質なし0　粗砂・細礫含む0

兼占質なし、粗砂・細礫含む0

兼占質なし、粗砂・黒黄色土ブロック含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

粘質なし0　粗砂・灰色土ブロック含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂・灰色土ブロック含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　黄色土ブロック含む0

兼占質なし0　粗砂・細礫多く含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

8～32層－墳丘盛土　33、34層－石室蓑込め　35層－墳丘築造以前の一日表土層

Bトレンチ土層注記

1層　表土層

2～3層　周溝堆積

4層　暗黄褐色砂質土層

5層　暗黄褐色砂質土層

6層　暗茶褐色砂質土層

7層　暗褐色砂質土層

8層　黄褐色砂質土層

9層　暗茶褐色砂質土層
10層　暗茶褐色砂質土層

11層　暗褐色砂質土層

12層　暗黄褐色砂質土層

13層　暗黄褐色砂質土層

14層　暗褐色砂質土層

15層　暗黄褐色砂質土層

16層　灰褐色砂質土層

17層　暗黄褐色砂質土層

18層　暗灰褐色砂質土層

19層　暗灰褐色砂質土層

20層　茶褐色砂質土層

21層　灰褐色砂質土層

22層　灰褐色砂質土層

23層　暗茶褐色砂質土層

24層　暗黄褐色砂質土層

25層　暗茶褐色砂質土層

26層　灰褐色砂質土層

27層　暗灰褐色砂質土層

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　細礫含む0

粘質なし0　粗砂含む0

粘質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂含む0
兼占質なし0　粗砂・黄褐色土ブロック含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

粘質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂・黄色土ブロック含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂・灰色ブロック含む0

兼占質なし0　粗砂含む0

兼占質なし0　粗砂・黒色土ブロック含む0

兼占質なし0　粗砂多く含む0

2～24層－墳丘盛土　25、26層－石室蓑込め　27層－墳丘築造以前の一日表土層

Cトレンチ土層注記

1層 層舌撹

2層　表土層

3層　灰褐色砂質土層　　やや締まりあり0外護列石あり0

4層　暗黄褐色砂質土層　やや締まりあり、兼占質なし00　粗砂含む0

5層　灰褐色砂質土層　　やや締まりあり、粘質なし0粗砂含む0外護列石あり0

6層　暗黄褐色砂質土層　やや締まりあり0　兼占質なし0　粗砂含む0

7層　灰褐色砂質土層　　やや締まりあり0　兼占質なし0　粗砂含む0

8層　暗灰褐色砂質土層　締まりあり白　粘質なし0　粗砂含む0

9層　黄褐色砂質土層　　締まりあり0　兼占質なし0　粗砂含む0

10層　灰褐色砂質土層　　締まりあり0　兼占質なし0　粗砂含む0

11層　黄褐色砂質土層　　締まりあり0　兼占質なし0　粗砂含む0

12層　灰褐色砂質土層　　やや締まりあり0　兼占質なし0　粗砂含む0

13層　暗褐色砂質土層　　締まりあり0兼占質なし0粗砂含む0黄色土ブロック含む0

14層　灰褐色砂質土層　　締まりあり0　兼占質なし0　粗砂含む0

15層　暗黄褐色砂質土層　締まりあり0　兼占質なし0　粗砂含む0

16層　暗灰褐色砂質土層　締まりあり。兼占質なし0　粗砂含む0

17層　暗黄褐色砂質土層　締まりありⅡ　粘質なし0　粗砂含む0

18層　暗褐色砂質土層　　あまり締まりなし0粘質なし0粗砂含む0裏込め

19層　灰褐色砂質土層　　あまり締まりなし0粘質なし0粗砂含む0裏込め

20層　暗灰褐色砂質土層　締まりあり0　兼占質なし0

3～17層－墳丘盛土18、19層－石室蓑込め　20層－墳丘築造以前の一日表土層

図8　16号墳墳丘断面図（縮尺1／60）
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16号墳の外護列石

図1016号墳墳丘外護列石検出状況（南から）

図1116号墳墳丘Ⅰ区A群遺物出土状況（西から）

図1216号墳墳丘Ⅰ区F群遺物出土状況（西から）

図916号墳外護列石実測図及び墳丘遺物
出土状況図（縮尺1／80、1／20） 図1316号墳墳丘Ⅳ区E群遺物出土状況（南から）
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16号墳の墳丘・石室

盛　　　土

盛土は、石室の構築過程と並行して行われたと

考えられる。盛土の工程は、石室の裏込的なもの

と、墳丘基底面より上部の盛土に大別される。

第一段階の盛土は、石室腰石の据え置きの際、

墳丘基底面側から流し込むように盛られ、他層と

比較して硬度がやや落ちる。

第二段階の盛土は、版築状の盛土と外護列石を

多用して構築される。各トレンチの土層観察から、

その工程は数段階に分けられると推測されるが、

遺存状況が良好でなく、明確にできない。各盛土

の厚さは、5～25cm程度を測り、作業ヤードとな

る平坦面を確保しながら盛土される。盛土に使用

される土砂は、地山（黄褐色花崗岩バイラン土）

由来の黄褐色砂質土や茶褐色砂質土を主成とし、

細礫や礫を混入している。墳丘基底面からの盛土

の厚さは、最大1．4m程度遺存している。

また、墳丘Ⅲ・Ⅳ区では外護列石を確認した。

この外護列石は、墳丘盛土内の埋め殺し的なもの

で、石室の中心から半径4m付近を環状に巡って

いる。石材はⅣ区では1段ないし2段程度組まれ

ている。外護列石の羨道側端部の石材は、羨道端

部の側壁となっている。Ⅲ区ではやや広範囲に据

えられていたが組まれてはいない。使用される石

材は全て花崗岩の転石で、長さは20～80cmを測る。

外護列石を含む盛土層の厚さは、厚いところで40

cmを測り、墳丘の中心付近と比較して厚く硬度が

やや落ちる。また現況測量の際、墳丘Ⅲ区では表

面に上面の外護列石が露出していたが、無断着工

の工事によって破壊されていた。

墳丘規模は、石室の中心から墳裾までの距離を

反転して、直径17．0m程度の円墳と推定され、本

古墳群でもN－8号墳（墳径20m・現状保存）に

次ぐ規模と考えられる。

（3）内部主体（図14～27）

16号墳の内部主体は、西側の丘陵上方に向かっ

て開口する両袖式単室の横穴式石室である。玄室

主軸はN－780－Eを測る。石室は上半が大きく破

壊されており、遺存状況は良好でない。

玄　　　室

玄室規模は、奥幅204cm、前幅214cm、右側壁長

239cm、左側壁長238cmを測る正方形に近い長方形

平面を呈する。使用される石材は、花崗岩転石と

割石であるが、石室中心から4m付近の羨道左右

側壁に玄武岩が1対2個使用されている。丁度こ

の位置は、墳丘Ⅳ区で検出された外護列石付近に

相当し、石室の構築と同時に行われた墳丘盛土の

構築と関連する何らかの目印的な役割を果たした

ものと推測される。

奥壁は、腰石のみ遺存している。腰石は、高さ

135cmX幅90cmX厚さ40cmのやや不整形な石材と、

高さ8飴mX幅80cmの石材を縦位に並べて立ててい

る。間隙には小磯を充填しており、両側壁から挟

まれている。

左側壁は、3着を腰石としている。玄門側の石

材は長さ70cmX幅40cmを測り、これのみ縦位に立

てて使用される。奥壁側の2着は横位に並べて立

てて使用される。奥壁側の2着は長さ90～100cmX

高さ50cmを測り、横方向に目路が通っている。2

段目の石材も横方向に目路が通っているが、やや

小振りである。間隙には小磯を充填している。玄

門側のみ一部4段まで石材が遺存するが、2段目同

様小振りである。

右側壁は、2着を腰石としている。奥壁側の石

材は長さ150cmを測り、遺存する石室石材中最大と

考えられるが、上半が割られている。玄室側に面

する標高59．7m付近に、長さ30cm程度の細長い鉄

錆痕が認められ、刀剣等の副葬品の痕跡と考えら

れる。玄門側の石材は、高さ70cmX幅90cm程度の

石材を立てて使用し、天端を上面に向け、左側壁

腰石の高さとほぼ同一である。

玄門部は両袖で、玄門幅は63cmを測る。袖幅は、

右袖73cm、左袖62cmを測る。左神石は、高さ125

cmx幅60cmX厚さ40cmを測り、最大面を玄室側

に向け、縦位に立てて使用している。側壁との間

には、小磯を充填している。右神石は、上半が割

られ、幅6cm程の楔痕跡が4箇所残る。幅80cmX

厚さ40cmを測り、最大面を玄室側に向け、縦位に

立てて使用している。
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16号墳の石室
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図1416号墳石室実測図（縮尺1／40）
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16号墳の石室

玄室床面は、石室基底面まで深く撹乱されてお

り、敷石の有無は不明だが、側壁に遺存する鉄製

品の痕跡から、数面の敷石が敷設されていたもの

と推測される。

羨　　　道

羨道は玄門部上半が遺存しないが、全長を確認

することができたものと考えられる。床面には1

箇所に梱石が敷設される。梱石は玄門部に位置し、

奥壁からの距離23もmを測る。石材は、長さ7飴mX

高さ30cm程度の短い棒状の石材1着を用いる。床

面の敷石はない。

羨道左側壁は、玄門から105cmまでの石材が、ま

た右側壁は79cmまでの石材が堅固に組まれており、

この部分に天井石が構架されていたものと推測さ

れる。これより墓道側の石材は、小振りで石材が

噛み合っておらず粗雑である。

標高59・0m

－「

16号墳閉塞施設土層注記
1層　暗褐色砂質土層　中世以降の堆積

2層　暗褐色砂質土層　中世以降の堆積

3層　暗褐色砂質土層　中世以降の堆積

4層　暗褐色砂質土層　中世以降の堆積

5層　暗褐色砂質土層　やや締まりあり、
兼占質なし0　最終埋葬の埋土0

6層　灰褐色砂質土層　やや締まりあり、
兼占質なし0

図1516号墳閉塞施設実測図（縮尺1／40）

2m

石室基底面の状況

石室基底面は、周壁に沿って腰石の安定を図る

ための掘り込みが巡るものと考えられるが、玄室

床面が大きく掘り下げられほとんど遺存しない。

腰石と地山の間には、10～20cmの根石が少量配さ

れている。

閉塞施設

羨道端部から墓道にかけて、閉塞施設が構築さ

れる。閉塞施設は、玄室側の閉塞石と、それより

墓道側の埋土から構成される。閉塞石は、梱石を

根石とし、そこから長さ150cm程度の範囲に、長さ

10～50cm程度の花崗岩転石を乱雑に積んでいるの

みで、4～5段程度遺存している。背後の埋土は

数層に分層できるが、上半は出土遺物から鎌倉時

代以降の撹乱と考えられる。迫葬の回数は確認で

きなかった。

十二千Ⅱ．ゝ軍司
図1616号墳閉塞施設検出状況（東から）

図1716号墳閉塞施設検出状況（南から俯瞰）

図1816号墳閉塞施設士層（南西から）
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16号墳の石室

図2016号墳石室全景（羨道側から）

図1916号墳石室全景（東から俯瞰）

図2216号墳石室玄門部（東から）

図2416号墳石室左側壁（西から）

図2616号墳羨道左側壁（南西から）

図2116号墳石室掘方と石室（北から）

図2316号墳石室奥壁（西から）

図2516号墳石室右側壁（北から）

図2716号墳羨道右側壁（北東から）
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16号墳の遺物

（4）出土遺物

出土状況（図9、11～13））

内部主体が大きく破壊されており、石室内の出

土遺物は皆無である。墳丘Ⅰ区およびⅣ区から須

恵器や土師器が供献された状態で出土した。

遺　　　物（図28、29）

須　恵　器

坏　　　蓋（1～14）

1は口径10．7cm、器高2．7cmの完形晶。内面か

えりはやや長く内傾し、口縁部より下方に延びる。

天井部に浅い釦状の摘みが付く。内器面の天井部

に箆記号がある。2は口径12．おm、器高3．8cm。口

縁端部は丸く収める。天井部の約2／3に箆削りを施

し、箆記号がある。3は口径12．8cm、器高4．hm。

口縁端部は丸く収められ、段の名残りがある。天

井部の約1／3に箆削りを施し、箆記号がある。4は

口径13．0cm、器高4．0cmのほぼ完形晶。口縁端部

は丸く収める。天井部の約1／2に箆削り。5は口径

14．5cm、器高4．3cmのほぼ完形晶。口縁端部は丸

く収める。天井部の約1／3に箆削り。6は口径13．0

cm、器高3．7cm。口縁端部は丸く収める。天井部の

約2／3に箆削りを施し、箆記号がある。7は口径14．2

cm、器高4．0cmのほぼ完形晶。口縁端部は丸く収

める。天井部の約2／3に箆削り。8は口径14．6cm、

器高4．7cmのほぼ完形晶。口縁端部は丸く収める。

天井部の約1／3に箆削り。9は口径15．1cm、器高4．0

cm。口縁端部は丸く収める。天井部の約2／3に箆削

り。10は口径15．1cm、器高4．4cm。口縁端部に明瞭

な段がある。天井部の約2／3に箆削り。11は口径14．7

cm、器高5．0cmのほぼ完形晶。口縁端部に明瞭な

段がある。天井部の約1／2に箆削り。12は口径15．8

cm、器高5．3cm。口縁端部に段がある。天井部の約

2／3に箆削り。13は口径15．5cm、器高5．1cm。口縁

端部に明瞭な段がある。天井部の約2／3に箆削り。

14は口径15．0cm、器高4．4cm。口縁端部に段が明瞭

な段がある。天井部の約1／2に箆削り。

坏　　　身（15～29）

15は口径10．4cm、器高4．0cm、受部径12．4cm。

立ち上がりは短く内傾。鹿部の約2／3に箆削りを施

し、箆記号がある。16は口径10．6cm、器高3．6cm、

受部径12．4cm。立ち上がりは短くやや内傾気味。

鹿部の約1／3に箆削りを施し、箆記号がある。17は

口径10．9cm、器高4．2cm、受部径13．0cm。立ち上

がりは短く内傾する。鹿部の約1／3が箆削り、箆記

号がある。18は口径9．もm、器高3．艶m、受部径11．8

cm。立ち上がりは短く内傾する。端部はやや器壁

が厚く丸みを帯びる。鹿部の約2／3に箆削り。19は

口径10．2cm、器高3．2cm、受部径12．4cmのほぼ完

形晶。立ち上がりは非常に短く内傾する。鹿部の

約1／2に箆削り。20は口径11．3cm、器高4．5cm、受

部径14．2cmのほぼ完形晶。立ち上がりはやや長く

内傾する。鹿部の約2／3に箆削り。21は口径12．2cm、

器高4．4cm、受部径14．9cmのほぼ完形晶。立ち上

がりはやや短く内傾する。鹿部の約2／3に箆削り。

22は口径12．7cm、器高4．6cm、受部径14．8cmのほ

ぼ完形晶。立ち上がりはやや長く内傾する。鹿部

の約1／2に箆削り。23は口径13．0cm、器高4．7cm、

受部径15．4cmのほぼ完形晶。立ち上がりはやや長

く内傾。鹿部の約2／3に箆削り。24は復元口径13．1

cm、受部径15．4cm。立ち上がりはやや長く内傾す

る。受部は浅く短い。25は口径12．7cm、器高4．2cm、

受部径15．5cmのほぼ完形晶。立ち上がりはやや短

く内傾する。鹿部の約2／3に箆削り。26は口径14．1

cm、器高5．0cm、受部径16．6cmのほぼ完形晶。立

ち上がりはやや長く内傾する。鹿部の約2／3に箆削

り。27は復元口径13．8cm、器高3．9cm、受部径15．7

cm。立ち上がりは短く内傾する。鹿部の約1／2に箆

削りを施し、箆記号がある。28は復元口径14．0cm、

器高4．飴m、受部径16．2cm。立ち上がりはやや長く

内傾する。鹿部の約2／3に箆削り。29は復元口径14．0

cm、器高4．0cm、受部径16．6cm。立ち上がりはや

や長く内傾する。鹿部の約1／2に箆削り。

施（30～32）

30は残存高11．おm、頸部径2．牡m、胴部最大径9．0

cmを測る。頸部が非常に細く、口縁部は外反しな

がら立ち上がる。胴部は扁平な球形で肩部に2条

の沈線が巡り、穿孔される。下半には回転箆削り

を施す。31は残存高12．6cm、頸部径3．6cm、胴部最

大径8．7cmを測る。頸部は外反しながら立ち上がり、

口縁部には段が付く。頸部の中央には2条の沈線
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16号墳の遺物

図2816号墳出土遺物実測図その1（縮尺1／4）
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16号墳の遺物

を施す。胴部は扁平な球形と推測され、肩部に刺

突文を施文する。その下に1条の沈線が巡り穿孔

される。32は器高19．8cm、口径16．0cm、頸部径4．1

cm、胴部最大径10．1cmを測る。頸部は外反しなが

ら立ち上がる。頸部と口縁部との境界には明確な

段を有し、1条の突帯が巡る。口縁部は外反しな

がら立ち上がり、縦方向に箆状工具による沈線を

施文する。頸部は2条及び1条の沈線によって1／3

ずつ分割され、上位には縦方向の箆状工具による

沈線文、中位には刺突文を施す。胴部上半は笠状

を呈し、下半と1条の沈線で区画される。下半に

も1条の沈線文を施し、その間に刺突文を施し穿

高　　　坏（35～39）

35は坏部片で口径11．4cm。体部中央に1条の突

帯、その上下端に浅い沈線。下半に1条の沈線を

施す。36は坏部～脚部片で、体部に2条の沈線、

下半には刷毛目を施す。37は口径8．8cm、器高11．7

cm、底径8．0cm。坏部中央に2条の沈線。脚部は剰

爪状、端部が肥厚。38、39は有蓋高坏で脚部の3ヶ

所に二等辺三角形の透かし。復元口径14．5cm、器

高16．0cm、底径13．7cm。坏部立ち上がりはやや長

く内傾、受部は浅い。脚部は剰爪状に開き、端部

に段を有す。39は復元口径14．8cm、器高16．3cm、

底径13．6cm。坏部立ち上がりはやや長く内傾。脚

部は剰爪状、端部に不明瞭な段を有す。

図2916号墳出土遺物実測図その2（縮尺1／4）
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16号墳のまとめ

壷（40～43）

40、41は短頸壷の口縁部片で、復元口径は順に

10．3cm、11．7cm。42は胴部片で、復元最大径15．8

cm。40と同一個体の可能性がある。43は口径10．8

cm、残存高18．7cm、胴部最大径16．2cm。頸部～口

縁部は僅かに内傾しながら直線的に立ち上がり、

上位に2条の沈線が巡る。胴部最大径は上位に求

められる。外器面に自然粕が付着する。

提　　　瓶（44、45）

44は口径6．8cm、器高12．もm、胴部最大幅20．2cm。

口縁部は外反し、端部口縁部は短く外反し、端部

が外方に突出する。肩部には環状の双耳が付く。

胴部にはカキ目と箆削りを施す。45は胴部片で、

肩部に釦状の双耳が付く。

皮袋形土器（46）

46は口径4．4cm、器高15．1cm、胴部径14．0cm。

口縁部は短く外反し端部は肥厚する。胴部上端の

頸部外周と、胴部上位の綴じ目に刺突文を施す。

胴部下端は指頭で押さえ綴じ目を表現。胎土は概

ね精良で、色調は灰色。胴部に箆記号が見られる。

平　　　瓶（47）

47は口径6．9cm、器高15．7cm、胴部最大幅19．4cm。

口縁部は外反し、端部は肥厚する。胴部上半にカ

キ目。口縁部は短く外反し、端部が肥厚する。肩

部には環状の双耳が付く。胴部にカキ目と箆削り。

45は胴部片で、肩部に釦状の双耳が付く。

甕（48、49）

48は復元口径23．6cm、49は復元口径43．4cm。

土　師　器

高　　　坏（33）

33は脚部片で、底径17．0cmに復元される。

深　　　鉢（34）

34は口径16．4cm。口縁部は短く外反。胴部外器

面に縦方向の刷毛目。内器面に粗い削りを施す。

土師器坏（50）

50は鹿部糸切りの坏で、復元口径16．0cm。

土　　　鍋（51～56）

いずれも同一個体片。使用痕がなく、内器面に

墨書がある。「晩間」と読めるものもあり、内容は

漢詩等の可能性が高いと推測される。

3．まとめ

最後に、調査で得られた羽根戸古墳群N－16号

墳のいくつかの特徴について所見を述べて、まと

めに代える。

まず、N－16号墳の墳丘規模は、石室の中心から

墳裾までの距離を反転して、直径17．0m程度の円

墳と推定される。段築は確認されなかった。この

規模は、調査地点から西へ約250m離れたN－8号

墳（直径20m・調査後現状保存）に次ぐ規模と推

定され、調査着手前の予想を大きく超えるもので

あった。調査前には、墳丘が重機によって無断で

大きく破壊されていたものの、墳丘の盛土内部に

は、外護列石が確認された。

石室の構造は、両袖式単室の横穴式石室で、玄

室奥幅204cm、玄室長238cmを測る正方形に近い長

方形平面を呈する。羨道が非常に長く、石室全長

は、右が602cm、左が646cmを測る。羨道部分の石

材の大きさから、この部分での天井石は、玄門付

近のみに構架されたものと考えられる。使用され

る石材は花崗岩であるが、羨道端部付近の左右両

側壁に、玄武岩が各1個用いられており、右側壁の

ものは、その背後から検出された墳丘Ⅳ区盛土内

の外護列石に連接していた。この目印的な石材の

使用は、石室構築と同時に進められた墳丘盛土の

工程と深く関わるものと考えられる。また、これ

ら玄武岩よりも前面側の羨道部分石材は、組まれ

ているというよりも、むしろ墳丘盛土の土留め程

度に置かれているという感が強い。

石室内は大きく撹乱されており、出土遺物が皆

無であったが、墳丘前面からは供献された須恵器

や土師器が多く出土した。特筆すべき遺物として

は、施文の退化した皮袋形須恵器が1点出土してい

る。出土した須恵器には、6世紀後半から7世紀

代にかけての時期幅があるものと考えられる。16

号墳の築造年代は、概ね6世紀後半代と推定され

るが、石室の平面形がやや正方形に近く、奥壁腰

石に2着を使用してり、また開口方向が丘陵の上

側に向かっていること等、古い様相が観察され、

6世紀後半でも古い段階と推測される。
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20号墳の墳丘・石室

第4章　第10次調査の記録

1．調査の概要

第10次調査地点は、福岡市西区大字羽根戸字大

原733番1に位置する。羽根戸古墳群N群のうち、

20号墳及び21号墳の円墳2基の調査である。羽根

戸古墳群N群は、飯盛山から北東側に派生する丘

陵斜面上に立地し、標高は約56～59mを測る。調

査前の現況は竹林で、20号墳墳丘の南半は道路の

開削で削平されており、また北側は擁壁工事によ

り破壊されていた。21号墳の遺存状況は、20号墳

と比べると良好であった。

調査は現況測量の後、主体部を掘り下げ、その

主軸に沿って墳丘の規模と構造を把握するため1

ないし3本のトレンチを設定・掘削した。トレン

チの土層観察に従い表土や周溝の堆積等を除去し、

墳丘の遺存状況、墳丘の供献遺物の出土状況、外

護列石、地山整形面、石室掘方、石室基底面まで

調査・記録した。

2．20号墳

（1）位置と現況（図30～33）

羽根戸古墳群N－20号墳は、支群のやや東寄り

に位置しており、現況の墳丘最高所で標高59．30

mを測った。周辺にはN－16、19、21、22号墳が

隣接しており、それぞれ約18～25m程度離れてい

る。尾根の頂部付近を東西に走る道路の開削によっ

て墳丘が大きく破壊されており、地形の確認が困

難であるが、20号墳と北西側に隣接する16号墳が

尾根の頂部付近を占地しているものと考えられる。

（2）墳　　　丘（図35～43）

地山整形

墳丘の築造に伴う地山整形は、丘陵の北西側か

ら墳丘の後背部を経由して南側に至る馬蹄形溝の

掘削と、墳丘の前面すなわち西側及び南側の墳裾

の削り出し、及び墳丘基底面の整形と石室掘方か

らなるものと考えられる。このうち墳丘の南半と

北側の墳裾部は、道路の開削により調査以前に既

に失われており、状況は全く不明である。

墳丘の東半部で検出された馬蹄形溝は、やや不

整形な環状を呈し、遺存する部分での最大幅で約

7mを測る。断面は非常に浅く、墳丘の基底面か

ら馬蹄形溝の鹿部までの深さは、最大約1mを測

る。馬蹄形溝鹿部の標高は、最も低い箇所で標高

57．2m付近であり、ちょうど石室の後背部付近に

位置する。馬蹄形溝は、この位置から北側及び南

側の墳裾部分に向かって緩やかに立ち上がってい

る。馬蹄形溝から西側にかけては、そのまま墳裾

及び墓道に連接していたものと推測されるが、既

に破壊されており状況は不明である。

墳丘基底面の整形は、ほぼ全面で古墳築造以前

の旧表土層（有機質腐食土層）を検出したことか

ら、丘陵の旧地形をそのまま利用したものと推測

される。遺存する部分での墳丘基底面の標高は、

57．75m～58．3mを測り、西から東に向かって緩や

かに傾斜している。

石室掘方

石室掘方は、尾根筋の斜面等高線に対して概ね

平行に掘削されていると考えられる。平面形は隅

丸長方形を呈すると考えられるが、前半部が大き

く削平されており、全体の規模と形状は不明であ

る。幅は最大2．9mを測り、長さは3．3mが遺存す

る。墳丘基底面からの掘削深度は非常に浅く、0．2

m程度である。

盛　　　土

盛土は、石室の構築過程と並行して行われたと

考えられるが、墳丘が大きく破壊されほとんど遺

存していない。盛土の工程は、石室の裏込的なも

のと、墳丘基底面より上部の盛土に大別されるが、

石室掘方が非常に浅いため、そのほとんどは後者

である。

使用される土砂は、地山（黄褐色花崗岩バイラ

ン土）由来の黄褐色砂質土や暗褐色砂質土を主成
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20号墳の墳丘・石室
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図33　20号墳調査前現況（北東から）

－19－
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20号墳の墳丘・石室

とし、細礫や礫を混入している。10～50cmの厚さ

に分層したが、竹の根による侵蝕のため特に上方

は細分することができなかった。しかしⅡ区墳丘

で確認された外護列石の状況から、元来は丁寧な

版築状に盛土されたと推定される。盛土の厚さは、

墳丘基底面から最大1．0m程度遺存している。

外護列石は、墳丘Ⅱ区を中心に確認された。こ

の外護列石は、墳丘盛土内の埋め殺し的なもので、

少なくとも2～3工程が確認できた。図に掲載し

た第2面、第3面の列石は、一部重複している。

Ⅱ区の外護列石は、盛土を被覆するように敷設さ

れており、石室の中心付近から半径2～5m付近

を環状に巡っている。使用される石材は、全て10～

100cm程度の花崗岩転石である。

墳丘規模は、石室中心付近から墳裾間の距離を

反転して直径15．0m程度の円墳と推定される。

図35　20号墳墳丘遺存状況（西から）

図36　20号墳地山整形（北から）
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20号墳の墳丘・石室
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20号墳の墳丘・外護列石

20号墳土層注記
1層　表土層
2 層　 黒褐色土層

工
柵 轟 5 9 月 m 3 層　 暗褐色砂質土層

4 層　 黄黒褐色土層
－漆 、＼こ　　　　　 ÷g ＝

・ど 警 、、ロープ姦 禦／－　㎡．．

・、．置 笥 －柊 ㍉ ．；イ一才 一昔 牙

4

5　 －、－土～一、． q⊃　＼　＼

d 豆 1テ－、こ 、くこここ こ萱二　　＼　　　　1

1

8

F ＝さら、、

5 層　 にぷい黄黒褐色土層
6 層　 暗褐色土層
7 層　 にぷい黄黒褐色土層
8 層　 暗褐色土層 （旧表土）
4 ～ 7 層　 墳丘盛土

標 高 5 8 ・0 m

と ＼＼＼＼ ＼⊥ ／

0　　　　　　　　　　　　　　 2 m

図38　20号墳墳丘断面図（縮尺1／60）

図39　20号墳墳丘断面（南から）

図4120号墳墳丘外護列石検出状況（北から）

図42　20号墳墳丘外護列石第2面検出状況（北から）

＼〆－＼十＼

0　　　　　　　　2m

図40　20号墳外護列石実測図（縮尺1／100）　　　　図43　20号墳墳丘外護列石第3面検出状況（北から）
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20号墳の石室

（3）内部主体（図44～47）

20号墳の内部主体は、西側に向かって開口する

横穴式石室である。玄室主軸はN－72．00－Eを測

る。石室は前半が完全に破壊されているほか、上

半も遺存しておらず、構造や規模について不明な

部分が多い。

玄　　　室

玄室規模は、奥幅196cmを測り、右側壁は72cm、

左側壁は258cmが遺存する。平面形は長方形を呈す

ると考えられる。使用される石材は、全て花崗岩

転石と割石である。

奥壁は3着を用いて腰石とし、両側壁を挟んで

標高59・。m

－

1才 F N こ、

1 1

日 ／辛 ；

戸／．、、＼／

r J 、ユ ー

★

図44　20号墳石室実測図（縮尺1／40）

図46　20号墳石室奥壁（西から）

敬

！薗義春一一一．／
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図45　20号墳石室全景（東から俯瞰） 図47　20号墳石室左側壁（南から）



20号墳の遺物

いる。腰石の大きさは、高さ50cmX幅50～90cmX

厚さ40cm程度を測り、横位に立てて使用している。

中央の石材がやや大振りで、天端での目路が揃っ

ておらず、小振りな石材を据えて標高58．4m付近

で目路を通している。腰石より上は4～5段が遺

存し、2段目以上に使用され石材は、長さが30～

50cmと小振りで、横方向に据えて使用している。

横方向に目路が通り、間隙に小磯や紫灰色粘土を

充填して目詰めを行う部分も観察された。奥壁の

中央部付近は、石材間がやや離れた状態になって

いるが、これは石室破壊時に構造が不安定になっ

たためと考えられる。

左側壁は、4着の腰石が遺存しているが、元来

の個数は不明である。使用される石材は、長さ60～

80cmX高さ40～70cmを測り、奥壁際の石材が最も

大きい。横方向に目路を通す意図が看守されるが、

2段目以上の遺存状況は良好でない。

右側壁は、腰石1着とその上の石材がごく一部

遺存するのみである。腰石は長さ80cmX高さ50cm

を測る。上位の石材は小振りである。

玄室床面は、石室基底面まで深く撹乱されてお

り、敷石の有無は不明である。床面付近には地山

内の風化していない花崗岩が露出していたが、敷

石の一部を兼ねていた可能性も考えられる。

石室基底面の状況

石室基底面は、周壁に沿って腰石の安定を図る

ための掘り込みが巡るものと考えられるが、玄室

床面が大きく掘り下げられほとんど遺存しない。

根石は確認されなかった。

（4）出土遺物（図61）

出土状況

内部主体は大きく破壊されており、石室内から

は遺物が全く出土しなかった。墳丘Ⅲ区から鉄刀

片1点が出土したのみで、須恵器等の土器類も皆

無である。

遺　　　物

鉄　　　刀（22）

22は残存長34．1cm、刀身幅4．0cm、刀身厚0．9cm

を測る。内部のメタルが遺存している。

3．21号墳

（1）位置と現況（図30、34）

21号墳は20号墳の東側に位置し、現況の最高所

で標高57．8mを測る。20号墳とは石室の中心間で

約18m離れている。また、21号墳の南側には22号

墳が位置し、約10m離れている。

（2）墳　　　丘（図37、48～52）

地山整形

地山整形以前の丘陵は、北西側から尾根筋が延

びていたものと考えられる。よって墳丘の築造に

伴う地山整形は、北西側から東側へ延びる馬蹄形

溝の掘削と、それ以外の箇所の墳裾の削り出し、

及び墳丘基底面の整形と石室掘方からなるものと

考えられる。

墳丘の北西側から北側で検出された馬蹄形溝は、

やや不整形な環状を呈し、最大幅約4．5mを測る。

断面は非常に浅く、墳丘基底面から馬蹄形溝鹿部

までの深さは、最大約0．3mを測る。馬蹄形溝鹿部

の標高は、最も低い箇所で標高56．75m付近である。

馬蹄形溝は、東から西に向かい緩やかに立ち上が

る。馬蹄形溝の西端部は、墓道に連接している。

また東端部は、墳丘の東側から南半部で削り出さ

れた墳裾に繋がり墓道に連接している。

墳丘基底面の整形は、そのほぼ全面で古墳築造

以前の旧表土層（有機質腐食土層）を検出したこ

とから、丘陵の旧地形をそのまま利用したものと

推測される。遺存する部分での墳丘基底面の標高

は、56．4m～56．9mを測り、北西側から南東側に

向かって緩やかに傾斜している。

石室掘方

石室掘方は、尾根筋の斜面等高線に対して概ね

平行に掘削されていると考えられる。掘削面での

平面形は、長さ5．0mX幅2．0mの隅丸長方形を呈

する。墳丘基底面からの掘削深度は非常に浅く、

東側で0．4m、西側で0．2mに満たない。基鹿部の

構造は2段に分かれる。羨道部は長さ1．3m程度の

舌状のテラスを造り、玄室部にかけて段が付く。

玄室部分は1段下がり、平坦である。

－24－



7

㌢／F l　 ）　 げ ィ 、 標 高5 7 ・6 m
ぐ‘、．星 ≡－蛋 塑 議 咄 ＼ニ

ー》　 －ア

ニー－J ・　　　　　　　　　　　　 ／て逗 7 、－で

、 ．くさ、′一

／ ノ て レ 孟 ∃

6

8

9

11 ． 1
13

針 一一笹 虫 一一 ．－／／ノ尋．．謹 一 義 1．転＼ 蝉 ．“． ′ノ、

し
ⅳ 「 ／、．′うー警 ≒蒜 ．∋彗／′「　E．　。

－

　　　 ／　　　－
　　　／　　　一一一 0 3 m

Aトレンチ土層注記
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5層　褐色砂質土層
6層　にぷい褐色砂質土層
7層　暗褐色砂質土層
8層　にぷい黄褐色砂質土層
9層　暗褐色砂質土層
10層　にぷい黄褐色砂質土層
11層　褐灰色砂質土層　細礫多く含む0
12層　灰褐色砂質土層
13層　暗褐色砂質土層
5～12層－墳丘盛土13層－墳丘築造以前の旧表土層
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Cトレンチ土層注記
1層　表土層
2層　灰褐色土層
3層　褐色砂質土層
4層　にぷい褐色砂質土層
5層　褐灰色砂質土層
6層　暗褐色砂質土層
7層　明褐色砂質土層
8層　暗褐色砂質土層
9層　褐色砂質土層
10層　暗褐色砂質土層

11層　褐色砂質土層
12層　暗灰色土層
3～10層－墳丘盛土11層－墳丘築造以前の旧表土層

図48　21号墳墳丘断面図（縮尺1／60）

図49　21号墳墳丘断面（西から）

慧5＿－＿．二壷．一書賢莞了声．．～．－∴葦．千∴∴患二一去、台－鞄
図50　21号墳墳丘断面（北から）

図5121号墳墳丘遺存状況（北から）
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21号墳の石室

盛　　　土

盛土は、石室の構築過程と並行して行われたと

考えられるが、石室及び墳丘の破壊によって大部

分が失われている。盛土の工程は、石室の裏込的

なものと、墳丘基底面より上部の盛土に大別され

るが、石室掘方が非常に浅いため、そのほとんど

は後者である。使用される土砂は、地山（黄褐色

花崗岩バイラン土）由来の黄褐色砂質土や灰褐色

砂質土を主成とし、細礫や礫が多く混入している。

10～50cmの厚さに分層したが、竹の根による侵蝕

のため細分することができなかった。盛土の厚さ

は、墳丘基底面から最大0．8m程度遺存している。

外護列石は確認されなかった。

また、墳丘Ⅲ区の盛土（Cトレンチ8層・暗褐色

砂質土層）内から須恵器坏蓋片（1）が1点出土し

た。周辺には炭化物の小片が散在していることか

ら、墳丘構築時に行われた祭祀に伴う遺物である

可能性も考えられるが、調査時には明確にするこ

とができなかった。

N－21号墳は、遺存する馬蹄形溝と墳裾間の距離

から直径10mを測る円墳である。

（3）内部主体（図53～58）

21号墳の内部主体は、西側の丘陵上方に向かっ

て開口する両袖式竪穴系横言式石室である。玄室

主軸はN－69．50－Eを測る。石室は上半部が大き

く破壊され、遺存状況はあまり良好でない。

玄　　　室

玄室規模は、奥幅12もm、前幅9おm、右側壁長270

cm、左側壁長274cmを測る狭長な羽子板形平面を

呈する。使用される石材は、すべて花崗岩転石と

割石である。

奥壁は2着を縦位に立てて腰石としている。両

石も大きさはほぼ同じある。向かって右側の石材

は高さ50cmX幅50cm X厚さ15cm、左側の石材は

高さ55cmX幅60cmX厚さ15cmの扁平な石材を使

用している。地山の根入れは非常に深く、安定を

図っているものと考えられる。2段目以上の石材

はほとんど抜き取られており、左側の石材が3段

目まで遺存する。大きさは幅40～50cmX高さ20cm

前後の扁平な石材であり、いずれも横位に据えて

いる。間隙には小磯を充填しており、腰石は両側

壁から挟まれている。

左側壁は、6着を腰石としている。奥壁側の石

材が最も大きく、高さ60cmX幅60cmの石材を縦位

に立てて使用している。奥壁から4番目の腰石は、

高さ6飴mX幅20cmの棒状を呈する石材を縦位に立

てて使用しており、他の腰石と据え方が異なって

いる。他の腰石は、高さ30～50cmX幅45～55cmの

石材を縦位に立てて使用している。各腰石は、奥

壁同様に根入れが深い。腰石の天端は目地が揃っ

ていないが、概ね平坦面を上方に向けている。2

段目以上の石材は、腰石程度の大きさのものも数

個確認されるが、20cm程度の非常に小振りな石材

が多く用いられている。奥壁側の石材天端と、他

の部分の2段目石材天端が概ね目地を揃っている。

3段目以上の石材はほとんど抜き取られているが、

使用される石材も同様で、横方向に据えて使用し

ている。一部4段目までが遺存している。また、

奥壁側隅角の石材は、斜め方向に据えられている。

右側壁は、6着を腰石としている。左側壁とは

異なり、奥壁側の石材は高さ30cmX幅40cmを測り、

腰石中もっとも小振りである。最大の石材は奥壁

から5番目の石材であり、高さ40cmX幅70cmを測

る。また、奥壁から4番目の石材は、左側壁と同

様高さ50cmX幅25cmの棒状の石材を縦位に立てて

使用している。各石材は平坦面を上方に向けてお

り、腰石の天端は緩やかな弧を描きながら目地が

通っている。2段目以上の石材は、左側壁と同様、

腰石程度の大きさのものも数個確認されるが、ほ

とんどが高さ20cmX幅20～40cm程度の非常に小振

りな石材である。4ないし5段目までが遺存して

おり、横方向に目地が揃えられている。

横言部は玄室床面から高さ約45cmの部分を開口

部としている。下部は2ないし3段に石材を積ん

で前壁を構築している。腰石には幅40～50cmX高

さ20cmの2着を使用し、横方向に目地が通ってい

る。上部に使用される石材は、幅20～30cmX高さ

20cmX長さ30～40cm程度の小振りな転石が多い。

前壁は垂直でなく僅かに傾斜がある。最も上部は、

－26－



21号墳の石室
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21号墳閉塞施設土居注記
1層　表土層
2層　黒褐色土層
3層　茶褐色砂質土層　締まりあり、最終埋

へ、、彗層

葬時の埋土0
茶褐色砂質土層　締まりあり、兼占質な
し0　墓道構築時の埋土0

5層　明褐色砂質土層　やや締まりあり、兼占
質なし0　最終埋葬の埋土0

図53　21号墳石室、閉塞施設、遺物出土状況実測図（縮尺1／40、1／30、1／20）
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21号墳の遺物

図54　21号墳石室全景（西から）

図57　21号墳閉塞施設検出状況（南から俯瞰）
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図59　21号墳Ⅰ区墳丘A群遺物出土状況（西から）

図55　21号墳石室床面（東から）

図56　21号墳石室遺物出土状況（南から）

図58　21号墳閉塞施設検出状況（東から）

図60　21号墳Ⅰ区墳丘B群遺物出土状況（北西から）
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21号墳の遺物

石室の主軸方向と平行に転石が4個並べられてい

る。また、横言部での地山掘方は緩やかな傾斜を

もち、その上に地山由来の明褐色砂質土を版築状

に叩き締めて石材を安定させ、羨道部を構築して

いる。

玄門部は両袖で、小振りな石材を玄室主軸と直

行方向に横位に置いて使用している。神石は両側

壁のそれぞれ2段目の石材と目地の高さが揃えら

れている。

玄室床面には、長さ10～30cmの花崗岩礫で敷石

が敷設されている。敷石は1面を確認した。遺存

状況から、元来は玄室の全面に敷設されていたも

のと推定されるが、奥壁側の1／3程度が遺存するの

みであり、玄室前半は大きく破壊され、掘削は石

室基底面にまで及んでいた。また、石室基底面と

敷石との間には、地山由来の茶褐色砂質土が厚さ

5cm程度盛られていた。

羨　　　道

非常に短い羨道が連接する。羨道長は、左壁が

90cm、右壁が86cmを測る。それぞれ4着を腰石と

し、地山を掘り込んで石材の安定を図っている。

また、腰石は地山の傾斜に合わせて斜めに据えら

れているものが多い。羨道部の石材は、幅20cm～

45cmX高さ10～30cmの非常に小振りなものを使用

し、高さは約50～70cmが遺存している。また目地

を揃える意図が看守されず、積み方がやや乱雑で

あることから、羨道部には天井石が構架されてい

なかったものと推測される。

石室基底面の状況

石室基底面の構造を知るために、敷石、埋土を

完全に除去して観察を行った。腰石の周壁に沿っ

て、腰石を安定させるための掘り込みが巡らされ

る。また、腰石を完全に除去したが、根石は確認

されなかった。腰石と地山の間には、10～20cmの

根石が少量配されている。

閉塞施設

羨道部には閉塞施設が構築されている。閉塞施

設は、玄室側の閉塞石とそれより墓道側の埋土か

ら構成される。閉塞石は、玄室前壁を根石とし、

高さ60cmX幅60cmX厚さ20cmを測る板状の花崗岩

転石を立てている。板石の上部には花崗岩転石が

僅かに遺存するが、大半が失われており構造は明

確でない。板石の背面には、埋葬後に充填された

茶褐色砂質土が厚さ30cm程度遺存している。

羨道部分の土層断面の観察から、21号墳では初

葬を含めて少なくとも2回の埋葬があったものと

考えられる。

（4）出土遺物

出土状況（図53、59、60）

石室内部は、床面の前半部が大きく破壊されて

いたものの、奥壁側は撹乱を免れており、敷石の

上から、鉄器や装身具類が副葬された状態で出土

した。鉄器類には武器（鉄刀、鉄鏃）、農工具（鉄

斧、鉄鎌、刀子、端子）がある。鉄刀（23）は、

玄室後半部の左側壁に沿って副葬されており、茎

部を奥壁側に、切先を前壁側に向けていた。茎端

部は奥壁から35cmを測り、切先は左側壁の中央付

近に位置する。刃部は玄室内側に向けられていた。

刀身は折れて破片が部分的に原位置を留めていな

かったが、これは撹乱時もしくは迫葬の段階で動

いたものと推定される。また、茎部の上には鉄鎌

（17）と端子（19）が、下方には鉄斧（18）が副

葬されていた。装身具類（耳環、ガラス製玉類）

は、奥壁から20cm程度離れた敷石上に散乱した状

態で出土した。耳環は1点しか出土していない。散

乱して出土したガラス製玉類の状態から、輪飾り

等を引きちぎる葬送儀礼が想起される。

このほか、石室内部の撹乱された埋土内から土

師器の甕などが出土した。また、床面直上の埋土

を水洗し、ガラス製玉類を数10個検出した。

墳丘Ⅰ区の墳裾からは、須恵器や土師器、土製

紡錘車が供献された状態で出土した。墓道に近い

A群は須恵器の坏（身、蓋）を主体とし、B群は土

師器鉢を主体とし、このほか紡錘車が1点出土し

た。

なお、墳丘の盛土内から須恵器坏蓋（1）が1点

出土している。出土状況やその性格等については

2項で詳述している。
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21号墳の遺物

遺　　　物（図61、62）

須　恵　器

坏（身、蓋）が出土している。

坏　　　蓋（1～4）

1は口径11．8cm、器高4．5cmに復元される小片で

ある。口縁部には明瞭な段が付き、端部はやや外

反する。体部のほぼ中央には1条の沈線が巡る。

口縁部と天井部との境界には1条の凸線が巡り、

明確に区画される。天井部には2／3に回転箆削りを

施す。胎土は概ね精良で、細砂が僅かに含まれる。

色調は黄みの明灰色を呈する。2は口径12．8cm、

器高5．0cmを測る。口縁部には明瞭な段が付き、端

部は僅かに外反する。口縁部と天井部との境界に

は1条の凸線が巡り、明確に区画される。天井部

には2／3に回転箆削りを施す。胎土はやや粗く粗砂

を含む。色調は黄みの明灰色を呈する。3は口径

12．8cm、器高5．0cmを測る。口縁部には明瞭な段が

付き、端部は僅かに外反する。口縁部と天井部と

の境界には1条の凸線が巡り、明確に区画される。

天井部には2／3に回転箆削りを施す。胎土は概ね精

良で細砂が少量含まれる。色調は黄みの明灰色を

呈する。4は口径13．3cm、器高4．8cmを測る。口縁

部には明瞭な段が付き、端部は僅かに外反する。

口縁部と天井部との境界には1条の高い凸線が巡

り、明確に区画される。天井部には2／3に回転箆

削りを施す。胎土は概ね精良で、色調は明灰色を

呈する。

坏　　　身（5～8）

5は口径10．2cm、器高4．7cm、受部径12．2cmを測

る。立ち上がりは長く内傾し、口縁部には明瞭な

段が付く。鹿部には2／3に回転箆削りを施す。胎土

は精良で、色調は明灰色を呈する。6は口径10．0cm、

器高5．2cm、受部径13．1cmを測る完形晶である。立

ち上がりは長く内傾し、口縁部には明瞭な段が付

く。鹿部には2／3に回転箆削りを施す。胎土は精良

で、色調は明灰色を呈する。7は口径10．4cm、器

高5．4cm、受部径12．6cmを測るほぼ完形晶である。

立ち上がりは長く内傾し、口縁部には明瞭な段が

付く。鹿部には2／3に回転箆削りを施す。胎土はや

や粗く粗砂を含む。色調は明灰色を呈する。8は

口径10．0cm、器高4．2cm、受部径12．2cmを測る完形

晶である。立ち上がりは長く内傾し、口縁部には

明瞭な段が付く。鹿部には2／3に回転箆削りを施し、

箆記号が見られる。胎土はやや粗く粗砂を含む。

色調は明灰色を呈す。

土　師　器

鉢、甕、高坏片が出土している。器種が少ない。

鉢（9～12）

9は口径14．6cm、器高4．9cmに復元される。口縁

部は内湾しながら上方へ立ち上がり、端部は丸く

収める。外気面鹿部には箆削りを施す。胎土は概

ね精良で、色調は明橙褐色を呈する。10は口径12．1cm、

器高4．9cm、体部最大径12．9cmを測る。口縁部は内

湾し、端部は概ね丸く収める。胎土は概ね精良で、

色調は明橙褐色を呈する。11は口径12．3cm、器高

6．0cm、体部最大径13．0cmを測る。体部はやや深く、

口縁部は内湾し、端部は概ね丸く収める。鹿部に

は箆削りを施した後、ナデ調整する。胎土は概ね

精良で、色調は赤みの橙褐色を呈する。12は口径

12．2cm、器高7．0cm、体部最大径13．2cmを測る。体

部は深く、口縁部は内湾し、端部は概ね丸く収め

る。鹿部にはナデ調整がみられる。胎土は概ね精

良で、色調は赤みの橙褐色を呈する。

甕（13、14）

13は石室が破壊された際の埋土から出土した。

口径16．0cm、胴部最大径17．7cmに復元される。口

縁部は外反し、横ナデを施す。胴部内器面には粗

い箆削りを施し、器壁を薄くしている。外器面に

は縦方向の刷毛目を施したのち、ナデ調整を施す。

胎土は概ね精良で、色調は黄みの橙褐色を呈する。

14は口縁部の小片で口径24．0cmに復元される。口

縁部は横ナデを施し、短く外反する。口縁部には

横ナデを施す。胎土は精良で、色調は薄い黄みの

橙褐色を呈する。

高　　　坏（15）

15は、口径29．2cmに復元される坏部片である。

下半部は直線的に延び、口縁部は朝顔状に外反す

る。内・外器面ともに縦方向の刷毛目を施す。胎

土はやや粗く、粗砂を少量含む。色調は明るい橙

褐色を呈す。
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20・21号墳の遺物
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20・21号墳の遺物

紡　錘　車（16）

16は直径5．2cm、器高2．1cmを測る土製紡錘車の

完形晶である。上面の直径が小さく、断面が台形

状を呈する。中央に棒状の工具を通し、整形後に

抜き取った径0．7cmの孔がある。胎土は概ね精良で、

色調は灰色を呈している。

鉄　　　器

武　　　器

鉄刀および鉄鏃片が数個出土した。鉄鏃は小片

であるため図化していない。

鉄　　　刀（23）

23は残存長77．1cm、刀身幅3．km、刀身厚0．9cm、

茎部尻幅1．4cm、茎部厚0．5cmを測る。刀身の一部

が欠損するが、元来の長さは残存長と大差ないも

のと推定される。茎部の形状は栗尻で、径0．5cm

の目釘穴が尻から約6cmのところに1箇所打たれ

る。関部は錆が付着しており、現在のところ形状

を観察できない。切先はフクラ切先である。刀身

には木製の鞘が部分的に遺存し、断面の形状は、

下端部が尖り気味の倒卵形を呈するものと考えら

れる。また鞘木質の表面には、幅0．7～0．9cmを測

る組紐が一重に巻かれている。組紐の素材は、絹

と推定される。

農　工　具

鉄　　　鎌（17）

曲刃鎌で、2片が出土した。接合しないが同一

個体と考えられる。両片を合わせた残存長は18．5cm、

厚さは0．3cmを測る。着柄角度はほぼ直角で、刃身

部に木質が部分的に付着している。

鉄　　　斧（18）

18は全長11．9cm、刃部長5．9cm、同幅4．6cmを測

る。袋部穂断面は長径3．5cm、短径2．6cmを測る楕

円形を呈する。肩部は撫肩で、合わせ目の仕上げ

は概ね丁寧である。刃部は撥形を呈する。

鏡　　　子（19）

19は、全長8．0cmを測る錬子と呼称されるピンセッ

ト状の工具で、完形晶である。幅0．7cmの薄い鉄板

を折り曲げ、基部を環状に仕上げる。基部端部は

素材の鉄板幅より小さく厚いことから、整形の過

程で叩打されているものと考えられる。また先端

部は爪状にやや尖り気味である。表面に繊維痕と、

ハエの園蛸殻が数固体肉眼観察される。

刀　　　子（20、21）

20は刀子の茎部片で、残存長3．3cm、茎元幅0．5cm、

同厚0．2cmを測る。茎部は一文字尻で、全体に木質

の痕跡が僅かに確認される。21は刃部片で、残存

長4．3cm、刃部厚0．2cmを測る。

装身具類

ガラス製玉類

粟　　　玉（26～30）

いずれも引き延ばし技法で製作され、色調は紺

青色～緑色を呈する。

小　　　玉（24、25、31～146）

24、25は破片。製作技法及び色調は、粟玉と同

様である。最大のもので直径0．7cmを測る。

耳　　　環（147）

147は直径2．05cmを測る耳環の銅芯部である。表

面は腐食が進行している。
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S0－01の墳丘・石室

4．小石室墳S0－01
（1）位置と現況

小石室墳S0－01は、21号墳Ⅳ区墳丘の墳裾付近

で検出された。21号墳とは石室の中心間で約4m

離れている。また、21号墳の南側には、22号墳が

位置しており、約6m離れている。

（2）墳　　　丘

S0－01は21号墳の墳丘に完全に取り込まれてお

り、21号墳の墳丘盛土上面から石室掘方を掘削し

ている。石室構築の際には、石材の構架や石室の

被覆のために盛土され、墳丘を構築したものと推

測されるが、完全に流出していた。また、馬蹄形

溝や墳裾も確認されなかった。

石室掘方

石室掘方は、尾根筋の斜面等高線に対して垂直

に近い角度をとるものと推定されるが、尾根筋を

意識して掘方を行ったというよりは、21号墳墳丘

の等高線に大きく左右されているものと考えられ

る。石室掘方の端部は、21号墳のⅣ区墳裾とほぼ

一致しており、標高56．5m～56．75mの等高線にほ

ぼ並行に掘削されている。

石材の裏込めには、21号墳の墳丘盛土と同様の

暗褐色砂質土が使用されている。

（3）内部主体（図63、64）

S0－01の内部主体は竪穴式石室で、玄室主軸は

N－77．50－Wを測る。天井部が失われ、腰石及び

2段目の石材の一部が遺存するのみである。遺存す

る石材は、全て花崗岩である。東西の小口の腰石

標高57・1m ∈
喝
の
的
惟
堰

には、長さ50cmX高さ35～50cm程度の石材を横位

に立てて使用している。南北の側壁はそれぞれ2

着を用いて腰石としており、石材の規模は小口に

用いられる石材と大差がない。小口と側壁の天端

は、横方向に目地が揃えられている。2段目以上

の石材には、幅20～40cmX高さ10～15cm程度の小

振りなものを使用し、小口を石室部に向けて積ん

でいる。21号墳墳丘の流出に合わせて東側および

南側の2段目以上の石材が遺存していない。

床面には敷石状の石材が1着検出されたが、遺

物の出土状況から敷石は元来敷設されておらず、

地山が直接床面となるものと推定される。

石室基底面の状況

石室基底面には、腰石に沿ってその安定を図る

たの僅かな掘り込みが巡っている。石材の控え積

みは確認されなかった。

（4）出土遺物（図63）

出土状況

石室内から、副葬品の土師器鉢が1点出土した。

このほかの副葬品及び供献遺物はない。

出土遺物

土　師　器

鉢（148）

148は口径13．0cm、器高5．3cm、体部最大径13．4

cmを測る完形晶である。体部は内湾し、口縁部は

ほぼ上方へ立ち上がる。口縁端部は丸く収める。

外気面には箆磨きが施される。胎土は概ね精良で、

白色細砂を含む。色調は明橙褐色を呈する。

図63　小石室墳S0－01石室、遺物出土状況、出土遺物実測図
（縮尺1／40、1／20、1／4）
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まとめ

5．まとめ

最後に、今回の調査で得られた羽根戸古墳群N群

の20号墳、21号墳および小石室墳S0－01のいく

つかの特徴について所見を述べて、まとめに代え

るものとする。

N－20号墳

N－20号墳は、市道の開削によって大きく破壊さ

れており、墳丘や石室の規模や構造について明確

にできない点が多い。墳丘規模は、石室の中心か

ら墳裾までの距離を反転して、直径15．0m程度の

円墳と推定される。段築は確認できなかった。羽

根戸古墳群では、これまで10次にわたる発掘調査

が行われてきた。このうちN群で墳丘規模が15m

前後のものは、1、8、16号墳など非常に少ない。

20号墳では、後背側墳丘しか遺存していなかった

ものの、特に墳丘Ⅲ区では、盛土と互層状に外護

列石を少なくとも3段階にわたって構築している

様子が確認できた。盛土は版築状に叩き締められ

ていたものの、竹木の根の侵食が激しく、構築過

程を詳細に観察することができなかった。おそら

くは、外護列石と盛土による墳丘の構築過程を数

段階にわけて行ったものと推測される。

内部主体は横穴式石室で、玄室は奥幅196cmを測

り、左側壁は25艶m以上であり、比較的大きい部類

に属するものと推測される。

出土遺物は、表土層から鉄刀片が1点出土した

のみで、時期を示す遺物が出土していないが、奥

壁腰石に3着を使用し、側壁も腰石には4着以上

を使用し、やや小振りな石材を多用することなど

から、6世紀の後半でも早い段階に位置づけられ

る可能性がある。

N－21号墳

N－21号墳は、墳丘や内部主体が大きく破壊され

ているものの、規模や構造、また出土遺物につい

て様々な所見が得られた。

内部主体には、竪穴系横言式石室を有する。玄

室規模は、奥幅126cm、前幅93cm、右側壁長270cm、

左側壁長274cmを測る狭長な羽子板形平面を呈する。

床面は前半部を中心に約2／3が撹乱されていたもの

の、後半部から副葬状態を示す鉄器類等が出土し

ている。

鉄器の内容は、鉄刀×1、鉄鎌×1、鉄斧×1、

端子×1、刀子×2、および鉄鏃片数個体分が確

認された。鉄製武器以外の農工具が比較的目立ち、

被葬者が鉄生産に関わっていた可能性を示唆する

ものと推測される。また、端子は福岡市内でも桧

原遺跡で出土したものなど数例が知られているの

みであり、貴重な発見となった。また端子には、

ハエの園蛸穀痕跡が確認され、古墳時代の葬送儀

礼を究明する上で貴重な発見となった。また、鉄

刀は木製の鞘に収められていたが、絹と考えられ

る組紐が巻かれていた。

N－21号墳丘出土の須恵器は、坏蓋（2）と、坏

身（7）が、その器形的特徴からやや古相を留めて

いるものと考えられる。墳丘の盛土内から出土し

た坏蓋（1）は、径が小さく出土遺物の中では新し

い特徴を具えており、築造年代を示す遺物と考え

られる。盛土内から出土した坏蓋（1）については、

周辺に炭化物片が多く見られたことなども含めて、

墳丘構築時に執り行われた祭祀の痕跡と推定され

るが、面的に確認することができなかった。この

ように出土遺物については若干の時期差が看守さ

れるが、これらは同時に存在したものと考えて大

過なかろう。

N－21号墳の築造年代は、出土した土器類の年

代観から、6世紀初頭と考えられ、羨道部分の土

層断面観察から、初葬を含めて少なくとも2回の

埋葬があったものと考えられる。

S0－01小石室墳

S0－01小石室墳は、N－21号墳の墳丘裾部で

検出された。N－21号墳の墳丘盛土を切って石室

掘方を掘削しているということ、また、副葬され

た土師器鉢の体部が21号墳出土のそれより浅い等

といった器形的特徴等から、21号墳に後出するも

のと考えられる。

今回の調査で確認した古墳群の築造年代は、21

号墳－→S0－01小石室墳－→20号墳の順番と考えられ

る。
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第5章　羽根戸古墳群N－20・21号墳出土遣物の

保存科学的調査について

比佐陽一郎（福岡市埋蔵文化財センター）

1・はじめに

羽根戸古墳群N群の出土品は、21号墳を中心に保存処理に伴う調査によって興味深い知見が得られ

ているので、その内容について記す。保存処理の対象となった遺物はガラス製晶と鉄製品で、ガラス

製晶は小玉1点、鉄製品は鉄刀2点、鉄鏃4片、袋状斧1点、鎌1点、端子1点である。考古学的知

見は本文に譲る。

2・ガラス製品

ガラス小玉は青紺色で、着手前の顕微鏡観察では孔内に紐などの残存は認められなかったため、ア

ルコールと蒸留水の混合液によるクリーニングを実施した。その後の顕微鏡観察では、孔の長軸方向

に平行して並ぶ大小の気泡が観察されており、引き延ばした管ガラスを切断して、加熱によって角を

丸くした製作技法が想定される（中瀬1987）。また蛍光Ⅹ線による材質分析では、中央アジア以西が

起源とされる、低マンガンのコバルト着色による低アルミナタイプのソーダ石灰ガラス（肥塚2003）

と推定されるピークが示されている。技法、材質共に古墳後期の資料に通有のものといえる。

3・鉄製品

鉄製品で注目されるのは有機物の付着、残存である。鉄刀22と袋状斧を除く資料で、何らかの有機

物が認められる。以下、資料ごとに見ていきたい。

まず鉄鏃では、茎部分に箭の木質やそれを固定する樹皮と見られる物質が観察される。一部には比

較的広範囲に遺存しているものもあり、今回種の同定は行っていないが、将来調査を行う上で良好な

データを提供できる資料といえる。

次に鉄刀23では、刀身全体に鞘の木質と、中央付近12cm程の範囲内には、そこに巻かれた幅広の

紐、そして柄の背部側面には長さ3cm程度の極限られた範囲に、柄巻の破断面が観察できる。木質は

整った年輪が明瞭に認められ、何らかの針葉樹であることが窺える。紐は幅8～9mm程の平たい構造

で、組紐と考えられる。現状で13巻分が確認でき、重なりをもたずに巻かれている。出土資料の組紐

については小村眞理氏や沢田むつ代氏の研究が詳しいが（小村2004・沢田2001）、本資料の場合、繊

維に鉄錆が染みて糸の状態観察を困難にしていることと、筆者が組紐の構造を十分に理解できていな

いことで、技法の判別はできていない。以前、沢田氏に資料を概観していただいた際には、二条軸一

間組（小村氏の2方向斜行縄連組織）とのコメントを頂戴しているが、それをそのまま記すしかない。

ただ、糸の配列が比較的見える部分では、整った矢羽根状の文様は形成されていないようで、素人目

にあまり丁寧な作りに見えない。また脱落した断片を樹脂包埋しクロスセクションの観察を行ったと

ころ、繊維の断面形状は絹の特徴を示している。

柄巻は、破断面からの観察では1巻き（単位）の中に2つの空洞が存在する。これは加古千恵子氏

らによって報告された「繊維の束2束を1本の紐にしたもの」と同様の技法と見られる（加古他1993）。

これは他にも類例が幾つか示されており（藤田1999・大澤2005）、決して特異なものではないようで

ある。

鎌では、身の両面に刃に対して直角から若干ずれる角度で木質と見られる痕跡が残る。角度は両面
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で揃っているものの残存範囲は大部分で重複していない。また残存範囲が基部の折り返しから離れた

部分で、刃に対する角度も不自然なため、柄の木質とすれば抜けかけた状態で置かれていたものと考

えられる。

他、鎌の刃部先端、刀子の鋒（背）、端子の全体に織物の残存が認められる。その多くは粗めの平織

りで、鉄錆が染みこんだためか本来の色調や質感は失い茶褐色を呈している。特に鎌、刀子に関して

は劣化、分解が進んでいるようで、繊維に関する情幸田まほとんど得られない状況である。しかし端子

では、その全面にわたって断続的に残り、部分的には詳細な観察が可能である。それによれば大部分

は粗い織り目（計測可能な箇所では3mm角の範囲内で経糸、緯糸ともに4本）の布であるが、一カ所、

非常に目の詰まった織物も認められ（同じく2mm角の範囲内で経糸6本、緯糸4本）、複数種が付着

する可能性もある。糸の太さは概ね0．3mm前後であるが、0．5mm前後と太い部分も見られ幅がある。

糸の撚りも強い部分とほとんど認められない部分とがあるが、見える範囲ではS撚りである。これら

はクロスセクション観察は行っていないが、麻と推測される。端子の各部分を取り巻くように残存し

ている状況からは、衣服などの布が接触したのではなく、意図的にくるんだものと考えられる。

4・ハエ囲蛸殻について

最後に端子と刀子に残る、やや特異な痕跡について触れておきたい。それはハエ園蛸殻と呼ばれる

もので、文字通りハエの蛸の抜け殻である。端子では長さ4～5mm、幅1．5mm程度の繭形をしたも

の13個体が全体に散在、刀子ではやや残存状態が悪く大きさを正確に把握できるものはないが、刃部

片の両面で10個程度確認できる。これらは大きさや長軸に対して直行して巡る条線と呼ばれる特徴な

どから、ヒメクロバエ属のものと考えられる。特に端子においては立体の形状を保ったものがあり、

気門と呼ばれる呼吸器官の部分も残存していた。園蛸殻からの同定にはこの部分の形状が決め手にな

るとのことで、電子顕微鏡による観察も試みたが、残念ながらこれ以上の同定は困難であった。

筆者が最初にハエ園蛸殻について認識したのは、福岡県八女市鶴見山古墳から出土した鏡と見られ

る青銅片においてである。その報告（比佐2005）の中でも触れているが、当初、何であるか皆目見当

が付かなかった中、九州大学田中良之氏による愛媛県菓佐池古墳出土人骨の調査報告によく似たもの

が示されており、その正体を知るに至ったのである（田中2003）。田中氏は、ヒメクロハエの、新鮮な

死体ではなく腐肉にたかり、動物実験でも死後3～4日後にあらわれるといった性質や、産卵繁殖に

は光や開かれた環境が必要であることなどから、遺骸が一定期間オープンな環境におかれた後、埋葬

されたことを想定し、更に人骨の状況と合わせて古代の「殖」と結びつけた考察をされている。

しかし、これまで携わってきた金属器の保存処理を振り返ったとき、この様な痕跡は決して普遍的

では無いものの、頭の片隅に記憶として残っているようなものにも思われたが、案の定、この羽根戸

古墳群の資料で発見された他、芋蔓式に類例の情報も集まっている。宇野慎敏、大澤元裕両氏からは

5世紀末～6世紀初頭と考えられる行橋市稲童8号墳の甲宙部材（小札）についてご教示いただいた。

ここでもやはり、4～5mm大で長軸に直行する条線がめぐる楕円形の窪みが見られる。本遺跡では多

数の鉄器が出土するが、小札以外の多くはクリーニングや樹脂含浸が施され、他の資料に残存してい

たかを知るのが困難なのは皮肉といわざるを得ない。宮崎県では東憲章氏より、地下式横穴墓から出

土した鉄器に付着していることが早くから紹介されていたこと（戸高1989）や、他にも類例が存在す

ること（東2005）を、また最近発刊された岡林孝作氏の論功にも、幾つかの事例が紹介されているこ

と（岡林2006）は今津節生氏から、それぞれご教示いただいた。この他、筆者がたまたま目にした、

韓国の報告書にも苧浦里E地区3号墳で有麻利器1点、太郎西邉洞古墳群21号墓の鉄矛2点と、同107

号墓の鉄矛1点で、実測図に同様の状況が記されている例があるなど（釜山大草校博物館1987・卑他
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2001）、国外にも広がりを見せている。

園蛸殻の付着は、その器物が姐のわいた人体に接触していたことを示すものであり、羽根戸古墳群

N－21号墳の場合も、他の有機物が残存する中で園蛸殻の付着する器種は刀子と端子に限られているこ

とは、特に端子の用途を考える上で示唆的である。この様な痕跡はこれまで「知る人ぞ知る」もので

あったが、田中氏の研究によってその存在意義は飛躍的に高まったと評価できる。しかし逆に認識が

深まっていない現状では、場合によっては見過ごされ、最悪は保存処理に伴う物理的クリーニングで

取り除かれてしまう危険もある。保存科学の現場から考古学により多くの情報を提示するためにも、

認識の多少や主観に左右されることなくこの様な事例を残し、報告することの必要性を痛感するもの

である。また古代の葬送儀礼についての考察を深めるためには、付着する器種、それが存在する時代、

地域、埋葬施設の属性などの検討も必要で、それには普遍性の見極めが不可欠であろう。ハエの虫酎こ

限らず金属器に付着する痕跡への注意や認識が深まり、より研究の幅が広がることを期待したい。

なお、鉄刀組紐のクロスセクションデータは、埋蔵文化財センタ一片多雅樹氏の作成によるもので

ある。また、ハエ園蛸殻については文中に記した方々以外にも、田中良之氏のご紹介で九州大学蔦洪

氏から特にハエの同定について貴重なご意見を伺うことができた。ご協力いただいたすべての方々に、

末筆ながら記して感謝申し上げます。
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1・鉄刀組紐残存状況

3・組紐繊維断面の電子顕微鏡写真（約1000倍）

5・錆子付着繊維の実体顕微鏡写真（約10倍）

7・鎮子付着のハエ園蛸殻（約20倍）

2・組紐の実体顕微鏡写真（約10倍）

4・鉄刀柄巻破断面の実体顕微鏡写真（約20倍）

6・錆子頭部のハエ圃蛸殻付着状況（約6倍）

8・園蛸殻気門部分の電子顕微鏡写真（約50倍）
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